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今が旬！
西臼杵の完熟きんかん

旬を迎えた完熟きんかん。西臼杵の
完熟きんかんは、高冷地栽培のため
温度差が大きいので、特に色合いが
よく、糖度も高い。

完熟きんかんの栽培に取り組むＪＡ高
千穂地区きんかん部会長の馬崎力さん
（日之影町松の木地区）

収穫は手作業で行われます。完全に熟
していないうちに収穫すると商品価値
はゼロ。一つ一つ確認しながらの収穫
作業は時間もかかり大変です。

大きさの選別の様子。サイズ２Ｌ以上、糖度
１８度以上の完熟きんかんだけに「たまたま」
の名がつけられる。

手作業で行う箱詰めの様子。毎日きんかんを
食べているのだろうか、地元のご婦人方は皆、
色つやがよく元気いっぱいだ。
（２月６日、馬崎さんの農園にて撮影）

完熟きんかんは、ビタミンＣがたっぷ
りで、風邪の予防にもぴったり。
甘酸っぱくて、体にもいい完熟きんか
んをぜひどうぞ。
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「森の案内人」興梠幸男さん所有の山林。手入れの行き届いた山林には、貴重な植物や山菜な
どが豊富で、四季おりおりに森の恵みを楽しむことができる （高千穂町押方 鳥屋岳）。

高値のついた「新春初市」

新春初市には、郡内をはじめ熊本や大分、福岡など
県内外の製材業者約２０社が参加しました。

西臼杵郡内で生産されたスギやヒノキ、ケヤキ、モ
ミなど ｍ が取引され、スギの柱角（末口 ～3,200 16３

）の中値は１ｍ 当たり約 円と高値を維持22cm 14,600３

し、関係者をほっとさせました。
当センターの取扱主品目である西臼杵スギ材は、品

質、材色についての評価が非常に高く、域外（隣県や
都城や日南等）からも買いに来るほど。引き続き材価
が維持されることを願っています。

身近な野鳥について学ぼう
～野生のいきものふれあい講話開催～

平成１７年５月に高千穂町で開催される第 回愛鳥５９
週間「全国野鳥保護のつどい」の機運を高めるととも
に、野鳥など野生のいきものへの理解を深めるため、
「野生のいきものふれあい講話 （講師：日本野鳥の会」
会員）を開催しました。

講話を聞いた児童たちは、たくさんの野鳥の種類や
その特性、また野鳥がすむことのできる環境（自然）
を守ることが、人間にとっていかに大切なことなのか
ということを学びました。

１月６日に開催された「新春初市」
（県森林組合連合会 高千穂林産物流通センター）

興梠さんは、フォレスト・インストラクターと
して、年間６００人ほどを案内している。

１月２３日～３０日にかけて高千穂町内の４つの小学校
（上岩戸小、上野小、五ヶ所小、岩戸小）で開催された
「野生のいきものふれあい講話 （写真は上野小学校）」

品質・材色ともに
高く評価された西
臼杵のスギ材

「森の名手・名人 （本県関係者）」

【平成１４年度】
・工藤 正任 （高千穂町）神楽面づくり
・飯干 五男 （日之影町）かるいつくり
・奈須 久喜 （椎葉村） 天然みつばちの養蜂
・甲斐 安正 （諸塚村） メンパづくり
・佐師 正利 （北郷町） 森づくり
・富永佐喜義（日南市） 弁甲材はつり師

【平成１５年度】
・興梠 幸男 （高千穂町）森の案内人
・尾形 森衛 （諸塚村） 郷土民謡唄い
・芝 幸男 （西都市） 木工芸

「 、今までの活動が認められ
とても嬉しいです。妻と二
人で一人前ですが、これか
らも二人でがんばっていき
ます」と語る興梠幸男さん
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西臼杵地区しいたけ生産者大健闘！
～五ヶ瀬町甲斐梅男さんの林野庁長官賞受賞をはじめ、
入賞者が続出した｢第１４回宮崎県生しいたけ品評会｣～
（平成１６年１月２０日 ＪＡ高千穂地区ゆめゆめプラザ）

平成１５年度西臼杵地区製茶品評会

平成１５年度西臼杵地区製茶品評会（主催：西臼
杵地区茶業協議会）には、管内の生産者から３６点
の出品があり、味・色・香り等について、県茶業支
場などによる厳しい審査が行われました。
本年度は、全国茶品評会や九州茶品評会で産地賞
を独占するなど、すばらしい成果をあげた年という

、 、こともあり いずれ劣らぬすばらしいお茶でしたが
（ ）高千穂町の佐藤貞久さんが１９８点 ２００点満点

の高得点を獲得し、１等となりました。
表彰は、３月の高千穂地区茶業振興会総会で行わ
れます。今後とも関係機関一丸となって西臼杵地区
のお茶の品質向上に努め 高千穂釜炒り茶 五ヶ瀬み"
どり のブランド確立を推進します。"

平成１６年産 葉たばこの種まき

当日は、寒波の影響で外は雪のちらつく寒い日でし
たが、ハウス内は汗ばむほど暖かく、農家の方々や関
係機関等約５０名で、豊作を祈りながら丁寧に種をま
きました。施設では、これから毎日２回の潅水を行い
２週間後には間引き、その後鉢上げを経て、２ヶ月後
の３月下旬にはほ場に移植されます。
今年は、県全体で約１００ｈａの面積減少が見込ま

、 、れていますが 当地区では約３ｈａの減少にとどまり
１３３ｈａの作付を予定しています。
昨年は、日照不足や病気の発生などにより過去 年１０

間で最も収穫量の少ない年であったことから、今年に
。かける生産農家の意欲には並々ならぬものがあります

豊作を祈りながら行われた高千穂葉たばこ生産組合の種まき
（１月２７日、高千穂町浅ヶ部の共同育苗施設）

今回の品評会では、県内から「大葉及び中葉の部」併せて４９点の
出品があり、入賞２０点のうち西臼杵地区から１３点が入賞。西臼杵
産生しいたけの品質の良さや技術力が高く評価されました。
伝達式終了後、西臼杵地区合同の椎茸生産者研修と意見交換が行わ

れ、最後に４月に開催される「乾しいたけ品評会」での好成績を参加
者全員で誓いました。

伝達式の後に行われた｢しいたけ生産者研修｣

【審査結果】第14回宮崎県生しいたけ品評会
〈中葉の部〉
優等 甲斐 梅男 （五ヶ瀬町）林野庁長官賞
１等 甲斐 一男 （ 〃 ）宮崎県知事賞
１等 甲斐 満雄 （ 〃 ） 〃
３等 甲斐 末丸 （ 〃 ） 〃
３等 篠村 順二 （ 〃 ） 〃
３等 甲斐 ユキ子（ 〃 ） 〃

〈大葉の部〉
優等 甲斐 末丸 （五ヶ瀬町）宮崎県知事賞
１等 甲斐 満雄 （ 〃 ） 〃
２等 甲斐 一男 （ 〃 ） 〃
２等 甲斐 松男 （ 〃 ） 〃
２等 甲斐 梅男 （ 〃 ） 〃
３等 甲斐 里美 （ 〃 ） 〃
３等 甲斐 末男 （日之影町） 〃

お茶の品質向上をめざして毎年開催される西臼杵地区製茶品
評会(１月１４日、西臼杵農業改良普及ｾﾝﾀ ）-

生しいたけ品評会の賞状を伝達された生
。 、産者の皆さん 前列左から甲斐満雄さん

甲斐梅男さん、甲斐一男さん、後列左か
ら甲斐松男さん、甲斐末男さん

原木栽培の西臼杵産生しいたけ

林野庁長官賞を受賞した
甲斐梅男さん 五ヶ瀬町)（
の生しいたけ
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編集後記

今年の西臼杵は寒くて雪が多い。この寒さで風邪
が流行っているようだが、風邪の予防には完熟き
んかんがお勧めだ。ビタミンＣがたっぷりで免疫
力を高めてくれるし、血液サラサラ効果もあると
聞く。 表紙の取材の際、採れたての完熟きんか
んを頂いたので、早速丸かじりしてみた。皮の部
分がとても甘く、柑橘系の香りが上品。実にさわ
やかな気分にさせてくれる完熟きんかんだった。

ところでＮＨＫの連続ドラマ「女神の恋」が、
２月９日から再放送され始めた。エンディングの
シーン、トロッコ列車内で松本明子さんにきんか
んを渡しているのは、今回取材した馬崎さんご本
人とのこと。高千穂が舞台のこのドラマ。もう一

園度じっくり見てください。

トピックス

◎お問い合わせ先
宮崎県 西臼杵支庁 総務課
TEL 0982(72)2181 FAX 0982(72)3760

高千穂牛の一斉発育確認

ＪＡ肥育センター（中川、田原、田原第２）におい
て肉牛約１４００頭の発育確認を行いました。,

当日は、ＪＡ、町、普及ｾﾝﾀｰ、支庁等、延べ７０名
で、体重測定や駆虫等の衛生対策も行い、適正な発育
をしているかを調べました。確認する牛は、生後１年

、 、から２年半で 体重は約３００ｋｇから７００ｋｇと
大人でも引っ張るのは大変です。

肉牛は、通常１日当たり約７００ｇ太りますので、
年２回行う今回のような発育確認のデータは、子牛生
産農家での優秀な子牛育成に役立てられており、肉用
牛産地の銘柄確立に大きな役割を果たしています。

古紙配合率１００％、白色度８２％を使用しています。

＊西臼杵支庁の業務等について、ご意見、ご要望な
どがありましたら下記までご連絡ください。

西臼杵支庁だより

□消防始式（出初式）

西臼杵初のグループホーム
（痴呆対応型共同生活介護施設）

西臼杵地区では初めての痴呆対
応型共同生活介護施設「グループ
ホーム鶺鴒（せきれい （代表 安在一夫氏）が、高千）」
穂町押方にオープンしました。室内は、一般家庭と同
じようなつくりになっていて、比較的安定した状態に

、 、ある痴呆性高齢者が 職員と一緒に食事の支度や掃除
洗濯などを行いながら生活することができます。
【問い合わせ先】せきれい ＴＥＬ０９８２(７２)２３８４

高千穂地区うまい米づくりコンクール
～～主催：西臼杵地区うまい米づくり研究会

１月２２日に開催された「第１回西臼杵地区うまい
米づくりコンクール」には、会員８６名の内２４名が
３３件を出品。西臼杵農業改良普及センターが食味計
等で分析した結果、日之影町の馬崎宗之さんが１席に
入賞しました （表彰式は３月に開催予定）。

コンクールの後、４種類の米の試食会も行われまし
た。研究会では、今後とも消費者が求める安全でおい
しい米を生産するため、施肥の改善や防除技術の向上
に取り組むことにしています。

ＪＡ高千穂地
区の肥育セン
ターで行われ
た高千穂牛の
一斉発育確認
（ ）１／７～８

厚生労働大臣表彰

高千穂町の田上恒雄さん
（田上医院内科院長）が、
厚生労働大臣表彰（社会
福祉事業功労）を受けら
れました。

田上さんは、昭和５３年
から現在まで２５年間にわ

たり、西臼杵支庁福祉課の嘱託医として務められて、
専門的立場から助言指導を行うなど、生活保護行政の
適正な運営に尽力されています。

厚生労働大臣表彰を受けた
田上恒雄さん（西臼杵支庁
福祉課にて撮影）

コンクールの後に行
われた４種類の米の

（ 、試食会 ひとめぼれ
さきひかり、あきげ
しき、ヒノヒカリ）
では、いずれもおい
しく、評価に迷う光
景も見られました。
（西臼杵農業改良普
及センター）

グループホームの外観

一般の家庭と同じ
ような室内

毎年恒例の消防
始式(出初式)が、１
月５日、厳しい寒
さの中管内３町で
行われました。

郷土の守り手で
ある消防団員の凛
とした姿勢ときび
きびとした動きが
印象的でした。

日之影町役場近くの五ヶ瀬川河川敷で行
われた発水式の様子。右上は青雲橋

仲間の動きをじっ
と見守る消防団員


